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一　

は
じ
め
に

　

幕
藩
体
制
に
お
い
て
は
、
鷹
狩
が
単
な
る
趣
味
的
な
嗜
好
を
超
え
て
、
鷹
そ
の
も

の
や
鷹
狩
に
よ
る
獲
物
の
献
上
と
下
賜
を
通
じ
て
、
将
軍
と
大
名
の
間
の
贈
答
儀
礼

と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

関
ヶ
原
戦
後
に
常
陸
か
ら
秋
田
・
仙
北
に
転
封
さ
れ
た
佐
竹
義
宣
に
と
っ
て
も
、

鷹
の
贈
答
儀
礼
を
通
じ
て
将
軍
家
と
良
好
な
関
係
を
保
つ
こ
と
は
重
要
な
課
題
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
家
康
同
様
に
鷹
狩
を
好
ん
だ
と
さ
れ
る
秀
忠
と
の
個
人
的
な
友
好
関

係
も
鷹
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
と
い
う
面
が
あ
る
。

　

一
方
で
義
宣
の
鷹
へ
の
関
心
と
専
門
化
並
み
の
知
識
は
、
単
に
贈
答
儀
礼
上
の
必

要
や
、
当
時
の
大
名
一
般
の
嗜
み
と
い
っ
た
程
度
に
と
ど
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。渡
辺
景
一『「
梅
津
政
景
日
記
」読
本
』（
無
明
舎
、一
九
九
二
年
）

は
、
義
宣
が
在
国
時
に
い
か
に
鷹
狩
に
明
け
暮
れ
た
か
を
、「
梅
津
政
景
日
記
」
の

記
事
を
も
と
に
、
元
和
六
～
七
年
、
寛
永
三
～
四
年
、
寛
永
七
～
八
年
に
つ
い
て
具

体
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
義
宣
の
鷹
狩
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
が

見
て
取
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
義
宣
の
鷹
狩
か
ら
、
何
か
し
ら
時
期
に
よ
る

特
徴
な
り
傾
向
が
読
み
取
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。本
稿
で
は
基
礎
作
業
の
一
環
と
し
て
、

さ
ら
に
「
梅
津
政
景
日
記
」
か
ら
佐
竹
義
宣
の
帰
国
時
の
鷹
狩
（
鷹
野
・
渡
野
）
に

関
す
る
記
事
を
網
羅
的
に
抜
き
出
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
特
に
断
ら
な
い
限
り
、

典
拠
は
『
大
日
本
古
記
録　

梅
津
政
景
日
記
』
に
よ
る
。

　

な
お
末
尾
に
、
義
宣
の
鷹
狩
を
、
元
和
三
年
以
降
の
帰
国
年
次
ご
と
に
一
覧
表
と

し
て
ま
と
め
た
（【
表
①
】
～
【
表
⑨
】）。
鷹
狩
の
場
所
が
分
か
れ
ば
地
名
を
記
し
、

久
保
田
か
ら
日
帰
り
の
鷹
狩
で
あ
る
が
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
●
印
を
付
し

た
。
な
お
参
考
の
た
め
に
鉄
炮
打
ち
と
そ
れ
以
外
の
遊
山
に
つ
い
て
も
項
目
を
設
け

た
。
ま
た
鷹
場
と
し
て
登
場
し
た
地
名
を
秋
田
地
方
と
仙
北
地
方
に
別
け
て
白
地
図

に
落
と
し
た
（【
図
①
】・【
図
②
】）。
こ
れ
ら
を
参
照
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

二　
「
梅
津
政
景
日
記
」
に
み
る
佐
竹
義
宣
の
鷹
狩

元
和
三
年
ま
で
（【
表
①
】）

　
「
梅
津
政
景
日
記
」
の
始
ま
る
慶
長
十
七
年
は
、
政
景
は
義
宣
と
行
動
を
共
に
す

る
こ
と
が
少
な
く
、
義
宣
の
動
向
は
あ
ま
り
分
か
ら
な
い
。
慶
長
十
八
年
は
通
常
の

日
記
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
院
内
銀
山
籠
者
成
敗
人
帳
」
が
残
さ
れ
る
の
み
で
、

や
は
り
義
宣
の
動
向
は
分
か
ら
な
い
。

　

慶
長
十
九
年
は
、
義
宣
は
正
月
四
日
に
恒
例
の
鷹
野
に
出
た
と
さ
れ
、
義
宣
が
毎

年
正
月
四
日
に
初
野
（
一
年
最
初
の
鷹
狩
）
に
出
か
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、

そ
れ
以
外
は
鷹
狩
の
記
事
が
な
い
。こ
れ
は
政
景
が
院
内
な
ど
領
内
の
出
張
が
多
く
、

義
宣
の
細
か
な
動
向
を
把
握
し
て
い
な
い
時
期
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
必
ず
し
も
義

宣
が
鷹
狩
に
出
か
け
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
義
宣
の
鷹
狩
に
対

（
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【図①】佐竹義宣の鷹場（秋田）

国土地理院白地図より作成
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【図②】佐竹義宣の鷹場（仙北）

国土地理院白地図より作成
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す
る
政
景
の
関
心
が
い
ま
だ
薄
い
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

慶
長
二
十
年
（
元
和
元
年
）
は
日
記
が
残
る
の
は
八
月
以
降
で
、
鷹
狩
に
関
す
る

記
事
も
、
十
一
月
三
日
と
二
十
六
日
の
義
宣
の
鷹
狩
に
政
景
本
人
が
扈
従
し
た
か
ど

う
か
と
い
っ
た
内
容
で
、
義
宣
の
鷹
狩
に
対
す
る
政
景
の
扱
い
は
そ
れ
以
前
と
同
様

で
あ
る
。

　

元
和
二
年
は
正
月
四
日
の
初
野
は
荒
天
の
た
め
に
翌
日
に
延
期
さ
れ
た
。
そ
の
後

七
日
に
は
男
鹿
方
面
に
出
か
け
よ
う
と
し
た
が
、
や
は
り
荒
天
の
た
め
に
土
崎
湊
に

滞
留
し
、
そ
の
ま
ま
天
候
は
よ
く
な
ら
ず
、
十
日
に
帰
城
し
た
。
十
一
日
に
男
鹿
へ

向
け
て
再
度
出
発
し
、
十
五
日
に
は
虻
川
ま
で
戻
り
、
十
八
日
に
は
虻
川
か
ら
久
保

田
に
戻
っ
た
。
二
月
六
日
に
久
保
田
近
郊
に
鷹
狩
に
出
か
け
た
後
、
同
十
一
日
か
ら

十
四
日
ま
で
再
び
男
鹿
に
渡
野
に
出
た
。
そ
の
後
、
二
月
十
八
日
に
駿
府
に
て
重
篤

に
陥
っ
た
大
御
所
家
康
の
見
舞
い
の
た
め
に
久
保
田
を
出
立
し
、
三
月
二
日
に
は
駿

府
に
到
着
し
た
。
家
康
の
死
後
、
将
軍
秀
忠
へ
の
弔
問
な
ど
も
済
ま
せ
、
五
月
九
日

に
は
江
戸
を
発
っ
た
。
二
十
日
に
横
手
に
着
く
と
、
そ
こ
か
ら
先
は
鷹
狩
を
し
つ
つ
、

二
日
後
の
二
十
二
日
に
久
保
田
に
着
い
た
。
そ
の
後
は
七
月
十
日
と
八
月
四
日
に
鷹

狩
の
記
事
が
あ
る
の
み
で
、
八
月
十
日
に
は
早
く
も
江
戸
出
府
の
た
め
に
久
保
田
を

発
っ
た
。

　

江
戸
で
は
義
宣
の
鷹
狩
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
十
月
、
義
宣
が
白

の
大
鷹
を
秀
忠
に
献
上
す
る
と
、
秀
忠
は
そ
の
返
礼
と
し
て
鳥
屋
の
大
鷹
と
若
鷹
を

下
賜
し
た
の
み
な
ら
ず
、
義
宣
の
参
勤
の
途
上
に
当
た
る
栗
橋
（
現
久
喜
市
）・
古

河
（
現
古
河
市
）・
柳
橋
（
同
上
）・
山
川
（
現
結
城
市
）・
結
城
（
同
上
）・
下
妻
（
現

下
妻
市
）・
下
館
（
同
上
）
辺
り
の
鷹
場
を
下
賜
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
鷹

場
の
下
賜
は
、
御
三
家
を
除
け
ば
、
家
で
は
な
く
一
代
限
り
個
別
に
行
わ
れ
た
と
さ

れ
る
の
で
、
鷹
場
の
拝
領
に
よ
っ
て
、
義
宣
は
鷹
を
通
じ
て
将
軍
秀
忠
と
自
ら
の
特

別
な
関
係
を
自
覚
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
忠
勤
に
励
も
う
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

元
和
三
年
は
越
年
し
て
正
月
十
一
日
に
帰
国
の
暇
が
出
、
同
十
五
日
に
江
戸
を
発

足
し
た
。
途
中
、
秀
忠
よ
り
拝
領
し
た
ば
か
り
の
鷹
場
で
鷹
狩
を
し
つ
つ
、
二
月
二

日
に
久
保
田
に
着
い
た
。
二
月
十
五
日
よ
り
十
九
日
ま
で
男
鹿
・
虻
川
に
、
三
月
に

は
、
政
景
の
出
張
に
よ
り
出
発
し
た
日
は
分
か
ら
な
い
が
、
六
日
ま
で
虻
川
に
渡
野

に
出
か
け
た
。
四
月
十
四
日
に
は
秀
忠
の
上
洛
に
供
奉
す
る
た
め
に
、
江
戸
に
向
け

て
出
立
し
、
こ
の
年
は
そ
の
ま
ま
国
許
に
は
戻
ら
な
い
。

　

元
和
三
年
以
前
は
梅
津
政
景
が
佐
竹
義
宣
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
少
な
く
、

そ
も
そ
も
義
宣
の
鷹
狩
に
関
す
る
記
事
が
少
な
い
が
、
政
景
が
分
か
る
限
り
漏
ら
さ

ず
義
宣
の
鷹
狩
の
記
事
を
日
記
に
載
せ
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
元
和
二
年
の
鷹
場
の

拝
領
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

元
和
四
～
五
年
の
帰
国
（【
表
②
】）

　

元
和
四
年
閏
三
月
十
九
日
に
義
宣
は
帰
国
の
暇
を
賜
り
、
同
二
十
三
日
に
江
戸
発

足
、
四
月
上
旬
に
久
保
田
に
着
い
た
。
政
景
は
在
国
で
四
月
九
日
ま
で
は
院
内
に
出

張
し
て
い
た
の
で
、「
政
景
日
記
」
に
義
宣
の
帰
国
途
中
に
つ
い
て
の
記
事
は
な
い
。

　

帰
国
後
の
主
な
動
向
を
見
る
と
、
五
月
十
五
日
よ
り
十
八
日
ま
で
虻
川
、
六
月
十

一
日
よ
り
十
三
日
ま
で
岩
見
で
渡
野
を
行
い
、
そ
れ
以
降
八
月
末
ま
で
は
鷹
狩
で
は

な
く
鉄
炮
打
ち
に
出
か
け
た
。
九
月
六
日
よ
り
十
五
日
ま
で
虻
川
に
赴
き
、
虻
川
で

の
鷹
狩
の
た
め
の
休
憩
所
の
建
設
に
立
ち
会
っ
た
。
十
月
・
十
一
月
は
政
景
が
比

内
・
院
内
に
出
張
の
た
め
、
鷹
狩
関
係
の
記
事
は
な
い
。
十
二
月
に
は
土
崎
湊
な
ど

久
保
田
近
郊
に
日
帰
り
で
数
回
の
鷹
狩
に
出
か
け
た
。
年
が
明
け
元
和
五
年
の
正
月

に
は
、
四
日
よ
り
十
五
日
ま
で
虻
川
・
下
苅
に
恒
例
の
初
野
に
出
か
け
た
。
そ
の
後

ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
正
月
二
十
五
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で
、
ま
た
二
月
六

日
よ
り
十
五
日
ま
で
と
も
に
虻
川
に
鷹
狩
に
出
か
け
た
。
そ
し
て
二
月
二
十
二
日
に

は
将
軍
秀
忠
の
上
洛
に
供
奉
す
る
た
め
に
江
戸
に
向
け
て
久
保
田
を
出
発
し
、途
中
、

下
野
の
白
坂
と
萱
橋
の
鷹
場
で
鷹
狩
を
し
て
い
る
。

　

元
和
四
～
五
年
の
帰
国
で
は
、途
中
十
月
と
十
一
月
の
鷹
狩
記
事
を
欠
く
も
の
の
、

（
３
）
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十
ヶ
月
間
で
少
な
く
と
も
五
十
六
日
は
鷹
狩
に
出
か
け
た
。
冬
が
鷹
狩
の
シ
ー
ズ
ン

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
記
事
の
な
い
十
月
・
十
一
月
を
合
わ
せ
る
と
七
十
日
余

り
は
鷹
狩
に
出
か
け
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

元
和
六
～
七
年
の
帰
国
（【
表
③
】）

　

元
和
六
年
は
、
義
宣
は
四
月
に
江
戸
を
発
足
し
、
早
く
も
同
十
三
日
の
夜
に
は
久

保
田
に
到
着
し
て
い
る
。
帰
国
途
中
に
下
野
の
鷹
場
で
の
鷹
狩
は
せ
ず
に
、
帰
国
を

急
い
だ
ら
し
い
。

　

こ
の
年
は
五
月
八
日
よ
り
七
月
十
日
ま
で
政
景
は
上
方
に
出
張
し
、
こ
の
期
間
の

義
宣
の
鷹
狩
の
記
事
を
欠
く
。
八
月
は
五
日
よ
り
十
日
ま
で
仙
北
に
鷹
狩
に
赴
い
た

ほ
か
は
、
久
保
田
近
郊
に
鉄
炮
打
ち
に
出
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
九
月
は
単
発
で
近

郊
に
鷹
狩
や
鉄
炮
打
ち
に
出
か
け
た
。
十
月
以
降
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
十
月

は
七
日
よ
り
十
四
日
ま
で
虻
川
に
、
二
十
一
日
よ
り
二
十
七
日
ま
で
仙
北
境
に
、
十

一
月
は
七
日
よ
り
十
七
日
ま
で
虻
川
に
、十
二
月
は
四
日
よ
り
十
五
日
ま
で
仙
北
に
、

そ
の
他
久
保
田
の
近
郊
な
ど
に
五
日
、
閏
十
二
月
は
二
十
一
日
よ
り
二
十
五
日
ま
で

虻
川
に
、
そ
の
他
久
保
田
近
郊
に
九
日
、
そ
れ
ぞ
れ
鷹
狩
に
出
か
け
た
。
年
が
明
け

て
元
和
七
年
正
月
に
は
、
四
日
よ
り
十
日
ま
で
初
野
に
虻
川
か
ら
男
鹿
方
面
に
足
を

延
ば
し
、
二
十
日
よ
り
二
月
三
日
ま
で
再
び
虻
川
に
、
そ
の
前
後
に
五
回
久
保
田
近

郊
に
出
か
け
、
二
月
十
二
日
に
は
江
戸
参
府
の
た
め
に
久
保
田
を
発
足
し
た
。

　

元
和
六
～
七
年
の
帰
国
で
は
、
政
景
が
上
方
出
張
で
鷹
狩
記
事
を
欠
く
二
ヶ
月
間

を
除
い
て
も
、
九
十
日
に
及
び
鷹
狩
に
出
か
け
て
い
る
。
政
景
が
不
在
に
し
た
五
月

か
ら
七
月
は
鷹
狩
シ
ー
ズ
ン
か
ら
は
外
れ
る
が
、
在
国
の
約
十
一
ヶ
月
の
間
に
百
日

近
く
鷹
狩
に
出
か
け
た
こ
と
に
な
る
。

元
和
七
年
の
湯
治
賜
暇
（【
表
④
】）

　

元
和
七
年
は
、
義
宣
は
二
月
に
江
戸
に
参
府
す
る
が
、
十
月
十
日
、
年
寄
の
土
井

利
勝
と
旗
本
の
島
田
利
正
の
斡
旋
に
よ
り
、寸
白
治
療
の
た
め
の
暇
を
与
え
ら
れ
た
。

義
宣
の
「
御
り
ち
儀
之
様
子
」
の
褒
美
と
し
て
暇
が
与
え
ら
れ
た
と
政
景
は
記
し
て

い
る
。
下
野
の
所
領
の
萱
橋
に
塩
原
の
湯
を
運
ば
せ
て
湯
治
す
る
こ
と
と
し
、
十
月

十
四
日
に
江
戸
滞
在
中
の
公
家
日
野
輝
資
や
上
杉
景
勝
・
伊
達
政
宗
と
と
も
に
秀
忠

の
数
寄
に
招
か
れ
て
暇
乞
い
を
し
て
、
翌
日
萱
橋
に
向
け
て
江
戸
を
発
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
義
宣
の
寸
白
治
療
は
半
分
は
名
目
で
、
下
野
領
で
の
鷹
狩
が
本
当
の
目

的
で
あ
っ
た
。
早
速
現
地
で
鷹
狩
を
し
て
、
同
二
十
日
に
は
所
獲
の
雁
を
旗
本
の
島

田
重
次
に
贈
っ
た
が
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
重
次
は
「
兼
而
之
御
り
ち
儀
無
ニ
罷

成
候
」
と
大
変
立
腹
し
た
。
こ
れ
に
は
義
宣
も
慌
て
、
重
次
の
子
・
利
正
に
鷹
狩
の

賜
暇
の
希
望
を
伝
え
、
秀
忠
へ
の
取
り
成
し
を
依
頼
し
、
同
二
十
八
日
に
は
秀
忠
に

若
大
鷹
を
八
つ
献
上
し
て
、
よ
う
や
く
無
事
に
鷹
狩
の
た
め
の
暇
を
与
え
ら
れ
た
。

そ
の
ま
ま
萱
橋
に
逗
留
し
て
鷹
狩
を
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
医
師
の
今
大
路
親

清
の
助
言
に
よ
り
、
一
旦
江
戸
に
戻
り
、
十
一
月
六
日
に
登
城
し
て
秀
忠
に
賜
暇
の

謝
礼
を
行
っ
た
。
同
二
十
日
に
改
め
て
登
城
し
て
秀
忠
に
暇
乞
い
を
し
、
秀
忠
か
ら

鳥
屋
の
大
鷹
（
三
、
四
歳
の
鷹
）
を
二
つ
拝
領
し
て
再
び
江
戸
を
発
っ
た
。

　

そ
の
後
、
十
二
月
四
日
に
江
戸
に
帰
る
ま
で
大
い
に
鷹
狩
を
楽
し
み
、
江
戸
滞
在

中
の
日
野
輝
資
や
、
幕
府
年
寄
の
土
井
利
勝
・
酒
井
忠
世
、
島
田
重
次
・
利
正
父
子

な
ど
の
知
音
に
所
獲
の
雁
を
贈
っ
た
。
同
五
日
に
は
江
戸
城
に
登
城
し
秀
忠
に
雁
を

献
上
し
た
。
実
は
秀
忠
も
十
一
月
二
十
二
日
よ
り
十
二
月
三
日
ま
で
は
越
谷
に
鷹
狩

に
出
か
け
て
お
り
、
そ
の
出
立
の
前
日
に
は
義
宣
か
ら
若
大
鷹
二
つ
を
献
上
し
て
い

た
。
義
宣
が
雁
を
進
上
し
た
の
に
対
し
て
、
秀
忠
は
所
獲
の
鶴
を
義
宣
に
下
賜
し
、

大
物
を
与
え
た
秀
忠
の
得
意
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

元
和
八
～
九
年
の
帰
国
（【
表
⑤
】）

　

元
和
八
年
の
帰
国
は
遅
れ
た
。
す
で
に
三
月
頃
に
は
奥
州
大
名
に
対
す
る
暇
が
出

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
風
聞
が
あ
っ
た
が
、
四
月
に
秀
忠
の
日
光
社
参
が
あ
り
、
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越
前
北
荘
の
松
平
忠
直
の
江
戸
不
参
や
山
形
の
最
上
家
の
内
紛
が
落
着
し
な
い
情
勢

の
も
と
、
奥
州
大
名
の
下
国
も
延
期
さ
れ
た
。
八
月
に
最
上
義
俊
が
改
易
さ
れ
、
城

地
請
取
の
幕
府
上
使
と
し
て
本
多
正
純
が
派
遣
さ
れ
る
と
、
義
宣
は
梅
津
政
景
を
現

地
に
送
っ
て
正
純
の
指
示
を
仰
が
せ
た
が
、
そ
の
正
純
が
派
遣
先
か
ら
そ
の
ま
ま
由

利
五
万
五
千
石
に
転
封
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
義
宣
や
伊
達
政

宗
の
帰
国
の
暇
も
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
事
実
上
の
配
流
と
な
っ
た
正
純
へ
の
警

戒
の
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

義
宣
は
十
月
八
日
に
江
戸
を
発
ち
、
下
野
の
鷹
場
に
数
日
滞
在
し
て
同
二
十
五
日

に
久
保
田
に
着
い
た
。
年
内
は
、
十
月
二
十
九
日
よ
り
十
一
月
四
日
ま
で
の
六
日
間

と
十
一
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
五
日
ま
で
の
十
五
日
間
虻
川
で
鷹
狩
を
行
っ
た
ほ

か
、
大
平
・
添
川
な
ど
久
保
田
近
郊
の
鷹
場
に
十
日
ほ
ど
出
か
け
た
。
お
気
に
入
り

の
虻
川
を
中
心
と
し
て
、
約
二
ヶ
月
間
の
う
ち
半
分
ほ
ど
は
鷹
狩
に
出
か
け
た
こ
と

に
な
る
。

　

元
和
九
年
は
「
梅
津
政
景
日
記
」
が
欠
け
て
お
り
、
義
宣
の
鷹
狩
の
様
子
は
窺
え

な
い
。

寛
永
元
～
二
年
の
帰
国
（【
表
⑥
】）

　

寛
永
元
年
は
四
月
十
五
日
に
帰
国
の
暇
が
出
、
十
八
日
に
江
戸
を
発
足
し
た
。
こ

の
時
は
旅
路
を
急
い
だ
と
見
え
て
、
下
野
領
で
ゆ
っ
く
り
と
鷹
狩
な
ど
は
せ
ず
、
二

十
五
日
に
は
領
内
に
入
っ
た
。
領
内
に
入
っ
て
か
ら
は
、
道
す
が
ら
鷹
狩
を
行
い
な

が
ら
三
十
日
に
久
保
田
に
着
い
た
。

　

実
は
四
月
十
八
日
に
義
宣
が
江
戸
を
発
っ
た
時
、
政
景
は
取
次
の
旗
本
島
田
利
正

の
許
に
遣
わ
さ
れ
、
そ
こ
で
利
正
の
書
状
と
口
上
を
帯
び
て
主
人
の
後
を
追
っ
た
。

こ
の
時
の
用
件
が
何
で
あ
っ
た
か
は
、
領
内
に
入
っ
て
か
ら
の
日
記
の
記
事
か
ら
判

明
す
る
。
四
月
二
十
八
日
、
政
景
は
六
郷
辺
り
で
義
宣
と
別
れ
て
、
元
和
八
年
に
由

利
に
転
封
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
事
実
上
の
改
易
処
分
と
な
っ
て
仙
北
郡
大
沢
郷
に
移

さ
れ
て
い
た
本
多
正
純
・
正
勝
父
子
を
迎
え
に
行
っ
た
。
彼
ら
は
横
手
に
お
い
て
佐

竹
家
の
預
か
り
と
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
翌
日
、
大
沢
に
赴
い
た
政

景
は
正
純
の
家
臣
を
通
じ
て
幕
府
の
命
令
を
伝
え
、
正
純
本
人
と
も
面
会
し
た
。
島

田
利
正
か
ら
預
か
っ
た
書
状
と
口
上
は
こ
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
五
月

二
日
に
政
景
は
正
純
・
正
勝
父
子
を
横
手
に
送
り
届
け
、
横
手
城
代
の
須
田
盛
秀
に

引
き
合
わ
せ
た
。そ
し
て
、三
日
に
は
先
に
久
保
田
に
入
っ
て
い
た
義
宣
に
、正
純
・

正
勝
親
子
を
無
事
に
横
手
に
送
り
届
け
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
今
回
の
義
宣
の
帰
国

は
、
こ
の
正
純
の
処
分
と
関
連
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
義
宣
は
帰
国
の

路
次
を
急
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

国
許
に
戻
っ
た
義
宣
は
、
五
月
四
日
に
雄
物
川
下
流
地
域
の
荒
屋
と
豊
巻
に
鷹
狩

に
出
か
け
た
。
荒
屋
は
前
年
の
領
地
交
換
に
よ
り
佐
竹
領
と
な
っ
て
い
た
百も

も

三さ

段だ

の

一
部
で
、
義
宣
は
こ
の
時
初
め
て
百
三
段
領
に
入
っ
た
。
ま
た
十
日
よ
り
十
六
日
ま

で
能
代
・
男
鹿
方
面
に
渡
野
に
出
か
け
た
。
六
月
は
鷹
狩
の
記
事
は
な
く
、
七
月
は

久
保
田
近
郊
の
北
野
に
二
回
鷹
狩
に
出
か
け
た
ほ
か
、
五
日
よ
り
十
三
日
は
仙
北
方

面
に
渡
野
に
赴
い
た
。
こ
の
間
、
八
日
に
は
義
宣
は
横
手
で
正
純
と
面
会
し
て
い
る
。

今
回
の
渡
野
が
正
純
と
の
面
会
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
九
月
中
旬
ま
で
は
政
景
が
江
戸
に
出
張
し
て
お
り
、
義
宣
の
動
向
は
日
記

に
記
さ
れ
な
い
。
九
月
は
二
十
五
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で
虻
川
に
渡
野
に
出
か
け
、

こ
の
時
獲
れ
た
白
鳥
を
秀
忠
に
献
上
し
た
。

　

十
月
は
本
格
的
な
鷹
狩
シ
ー
ズ
ン
の
始
ま
り
で
、
十
一
日
よ
り
二
十
六
日
ま
で
長

期
に
亘
っ
て
虻
川
を
拠
点
と
し
て
鷹
狩
を
行
っ
た
ほ
か
、
数
日
は
久
保
田
近
郊
に
出

か
け
た
。
十
一
月
は
七
日
よ
り
十
八
日
ま
で
仙
北
に
渡
野
に
出
た
ほ
か
、
二
十
二
日

よ
り
翌
月
七
日
に
か
け
て
虻
川
を
拠
点
に
男
鹿
方
面
に
も
足
を
伸
ば
し
た
。
十
二
月

は
二
十
日
よ
り
二
十
二
日
の
三
日
間
仙
北
の
比
較
的
近
い
地
域
に
出
か
け
た
ほ
か
、

太
平
山
な
ど
久
保
田
の
東
の
地
域
に
出
か
け
、
こ
れ
に
は
政
景
も
扈
従
し
た
。

（
４
）

（
５
）

（
６
）
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年
が
明
け
て
寛
永
二
年
の
正
月
は
、
四
日
よ
り
九
日
ま
で
初
野
に
男
鹿
方
面
ま
で

赴
い
た
ほ
か
は
、
数
日
間
久
保
田
近
郊
に
出
か
け
、
二
十
一
日
に
江
戸
参
府
の
た
め

久
保
田
を
発
っ
た
。
こ
の
時
の
帰
国
で
は
約
九
ヶ
月
の
在
国
の
間
に
、
一
〇
二
日
も

鷹
狩
に
出
か
け
た
勘
定
に
な
る
。

寛
永
三
～
四
年
の
帰
国
（【
表
⑦
】）

　

寛
永
三
年
は
十
月
二
十
七
日
に
帰
国
の
暇
が
出
、翌
日
江
戸
城
に
登
城
し
て
拝
謝
、

三
十
日
に
江
戸
を
発
っ
た
。
途
中
例
に
よ
っ
て
秀
忠
よ
り
拝
領
の
鷹
場
で
鷹
狩
を
し

な
が
ら
の
旅
で
あ
り
、
下
野
領
の
萱
橋
を
出
た
の
は
十
一
月
十
三
日
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
っ
た
。
政
景
は
後
れ
て
十
二
月
四
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
十
八
日
に
久
保
田
に

着
い
た
が
、
そ
の
時
す
で
に
義
宣
は
虻
川
に
鷹
狩
に
出
か
け
て
留
守
で
あ
っ
た
。
義

宣
は
二
十
三
日
に
虻
川
か
ら
久
保
田
に
帰
城
し
た
。
年
内
は
あ
と
三
回
久
保
田
近
郊

に
出
か
け
た
。

　

年
が
明
け
て
寛
永
四
年
の
正
月
は
、
例
年
通
り
四
日
に
初
野
と
し
て
虻
川
を
中
心

と
し
て
男
鹿
ま
で
出
か
け
、
よ
う
や
く
十
二
日
に
戻
っ
た
。
正
月
は
こ
の
あ
と
五
回

は
太
平
な
ど
久
保
田
か
ら
比
較
的
近
い
鷹
場
に
赴
き
、
二
十
七
日
か
ら
二
月
三
日
に

か
け
て
虻
川
に
出
か
け
た
が
、
そ
の
後
も
単
発
の
も
の
を
含
み
な
が
ら
、
二
月
七
日

よ
り
十
七
日
ま
で
虻
川
・
男
鹿
か
ら
能
代
に
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
二
月
二
一
日
か
ら

三
月
五
日
ま
で
は
仙
北
、
三
月
八
日
よ
り
四
月
一
日
ま
で
は
虻
川
か
ら
能
代
、
四
月

七
日
よ
り
十
六
日
ま
で
仙
北
、
四
月
二
十
八
日
よ
り
五
月
十
二
日
ま
で
再
度
仙
北
と

渡
野
に
明
け
暮
れ
た
。

　

夏
季
は
一
般
に
鷹
狩
は
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
と
な
る
が
、
六
月
二
十
五
日
よ
り
七
月
十

日
に
も
仙
北
に
渡
野
に
出
て
い
る
。
八
月
・
九
月
は
政
景
の
出
張
に
よ
り
、
義
宣
の

動
向
が
分
か
ら
な
い
時
期
が
あ
る
が
、
九
月
十
二
日
に
政
景
が
久
保
田
に
戻
る
と
、

義
宣
は
男
鹿
・
虻
川
に
渡
野
に
出
て
お
り
、
十
四
日
に
久
保
田
に
戻
っ
た
。
参
勤
の

時
期
が
近
づ
き
、
冬
の
鷹
狩
シ
ー
ズ
ン
も
目
前
で
あ
る
の
で
、
最
後
に
お
気
に
入
り

の
虻
川
で
鷹
狩
り
を
楽
し
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。こ
の
時
は
運
良
く
白
鳥
が
獲
れ
、

江
戸
に
進
上
す
る
こ
と
に
し
た
。
十
月
に
数
日
間
虻
川
で
湯
治
を
し
た
後
、
二
十
二

日
に
江
戸
参
府
の
た
め
に
久
保
田
を
発
っ
た
。

寛
永
五
～
六
年
の
帰
国
（【
表
⑧
】）

　

寛
永
五
年
は
十
月
二
十
五
日
に
帰
国
の
暇
が
出
、二
十
七
日
に
江
戸
を
発
足
し
た
。

や
は
り
拝
領
の
鷹
場
で
鷹
狩
を
し
な
が
ら
、
十
一
月
八
日
に
下
野
領
の
萱
橋
に
着
い

た
。
九
日
に
萱
橋
か
ら
秀
忠
・
家
光
に
鷹
を
献
上
し
た
が
、
十
三
日
に
は
秀
忠
よ
り

返
礼
と
し
て
鷹
狩
所
獲
の
鶴
を
拝
領
し
た
。
途
中
寸
白
を
病
む
こ
と
も
あ
り
、
領
内

の
道
中
で
は
鷹
狩
を
控
え
た
の
か
、
関
連
す
る
記
事
が
な
く
、
十
一
月
二
十
二
日
に

は
久
保
田
に
着
い
た
。

　

十
二
月
は
、
太
平
・
添
川
な
ど
近
郊
で
の
鷹
狩
を
挟
み
な
が
ら
、
ま
と
ま
っ
た
渡

野
と
し
て
は
七
日
よ
り
十
八
日
ま
で
虻
川
か
ら
男
鹿
方
面
に
出
か
け
た
。

　

年
が
明
け
て
寛
永
六
年
正
月
は
、
四
日
か
ら
恒
例
の
初
野
に
虻
川
・
男
鹿
に
出
か

け
、
そ
の
他
は
太
平
・
豊
島
な
ど
久
保
田
近
郊
で
鷹
狩
を
行
い
、
正
月
二
十
九
日
よ

り
二
月
十
五
日
ま
で
再
度
虻
川
・
男
鹿
方
面
に
赴
い
た
。
二
月
は
二
十
一
日
よ
り
二

十
九
日
ま
で
も
う
一
度
虻
川
に
渡
野
し
、
閏
二
月
に
も
三
日
よ
り
十
二
日
ま
で
虻
川

か
ら
能
代
へ
と
足
を
伸
ば
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
間
を
置
か
ず
閏
二
月
十
四
日
に
仙
北
方
面
に
向
け
て
発
足
す
る
が
、
出

先
で
十
八
日
に
江
戸
の
義
隆
（
義
宣
弟
岩
城
吉
隆
、
義
宣
嗣
子
）
よ
り
参
勤
す
べ
し

と
の
報
を
受
け
取
り
、
直
ち
に
政
景
を
久
保
田
に
送
っ
て
供
の
準
備
を
さ
せ
る
と
と

も
に
、
本
人
は
天
童
ま
で
進
出
し
て
待
機
す
る
が
、
二
十
二
日
に
は
い
っ
た
ん
仙
北

に
戻
っ
た
。
そ
の
後
二
十
七
日
に
再
び
江
戸
よ
り
参
勤
す
べ
き
と
の
飛
脚
が
あ
り
、

二
十
八
日
に
八
丁
目
（
現
福
島
県
郡
山
市
）
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
結
局
引
き
返

す
こ
と
と
な
っ
た
。
途
中
寸
白
を
再
発
し
、
三
月
十
四
日
に
よ
う
や
く
久
保
田
に
戻

る
こ
と
が
で
き
た
。
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そ
の
後
、
三
月
三
十
日
よ
り
四
月
十
三
日
ま
で
は
能
代
か
ら
比
内
方
面
ま
で
足
を

伸
ば
し
て
渡
野
し
た
。
そ
こ
か
ら
戻
る
と
、
十
六
日
よ
り
二
十
七
日
ま
で
、
五
月
十

一
日
よ
り
十
八
日
ま
で
、
六
月
二
十
五
日
よ
り
七
月
九
日
ま
で
い
ず
れ
も
仙
北
に
渡

野
に
出
か
け
た
。

　

八
月
・
九
月
は
久
保
田
近
郊
で
の
鷹
狩
が
多
か
っ
た
が
、
九
月
二
十
一
日
よ
り
十

月
二
日
ま
で
、
鷹
狩
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
し
て
虻
川
・
男
鹿
に
赴
い
た
。

　

十
月
は
十
日
よ
り
十
六
日
ま
で
虻
川
に
出
か
け
た
ほ
か
は
、
太
平
や
添
川
と
い
っ

た
久
保
田
近
郊
で
鷹
狩
を
行
い
、
十
一
月
一
日
に
参
勤
の
た
め
に
江
戸
へ
向
け
て
出

発
し
た
。
こ
の
ち
ょ
う
ど
一
年
の
間
に
、
参
勤
の
情
報
錯
綜
の
た
め
に
仙
北
で
滞
留

し
た
期
間
も
あ
る
も
の
の
、
驚
く
こ
と
に
一
七
二
日
も
渡
野
に
出
か
け
て
い
る
。

寛
永
七
～
八
年
の
帰
国
（【
表
⑨
】）

　

寛
永
七
年
は
十
一
月
十
三
日
に
帰
国
賜
暇
の
拝
謝
を
し
て
、
翌
十
四
日
に
江
戸
を

発
っ
た
。
二
十
八
日
に
萱
橋
に
着
く
ま
で
ゆ
る
ゆ
る
と
鷹
狩
を
し
な
が
ら
移
動
し
、

二
十
九
日
に
萱
橋
を
出
立
し
た
。
こ
こ
で
政
景
は
腫
れ
物
の
療
養
の
た
め
に
い
っ
た

ん
江
戸
に
戻
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
義
宣
と
別
れ
た
た
め
、
義
宣
の
萱
橋
か
ら
先
の
道

中
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。
政
景
は
十
二
月
六
日
に
江
戸
を
発
ち
、
十
二
月
二
十

日
に
久
保
田
に
着
い
た
。
年
内
は
義
宣
も
ま
と
ま
っ
た
日
数
の
渡
野
に
は
出
か
け
な

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

年
が
明
け
て
寛
永
八
年
正
月
は
、
四
日
よ
り
十
八
日
ま
で
虻
川
・
男
鹿
方
面
に
恒

例
の
初
野
に
出
か
け
る
。
近
郊
で
の
鷹
狩
を
挟
み
な
が
ら
、
正
月
二
十
六
日
よ
り
三

十
日
ま
で
、
二
月
二
日
よ
り
九
日
ま
で
虻
川
で
鷹
狩
を
行
っ
た
。
そ
れ
以
降
は
ま
た

近
郊
で
の
鷹
狩
を
挟
み
な
が
ら
、
二
月
十
二
日
よ
り
三
月
六
日
ま
で
二
十
数
日
に

亘
っ
て
仙
北
に
、
三
月
十
日
よ
り
二
十
二
日
ま
で
虻
川
よ
り
能
代
・
比
内
方
面
に
、

四
月
二
十
日
よ
り
五
月
一
日
ま
で
虻
川
・
能
代
に
、
そ
れ
ぞ
れ
渡
野
に
赴
い
た
。

　

五
月
よ
り
七
月
は
鷹
狩
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
、
久
保
田
近
郊
で
の
鉄
炮
う
ち
が
主

で
あ
っ
た
が
、
五
月
三
日
よ
り
十
三
日
ま
で
仙
北
に
、
七
月
に
入
る
と
十
一
日
・
十

二
日
に
男
鹿
に
、七
月
二
十
日
よ
り
二
十
六
日
ま
で
仙
北
に
鷹
狩
に
出
か
け
て
い
る
。

　

八
月
は
大
御
所
秀
忠
の
病
気
見
舞
い
の
た
め
に
江
戸
に
参
府
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
六
日
に
久
保
田
を
出
発
し
、
九
日
に
は
天
童
に
至
っ
た
が
、
伊
達
政
宗
や
上
杉

定
勝
が
参
府
を
取
り
や
め
た
と
い
う
情
報
を
得
て
、
一
旦
久
保
田
に
戻
っ
た
。
し
か

し
十
三
日
に
な
り
、
政
宗
か
ら
秀
忠
が
本
復
し
な
い
の
で
江
戸
に
参
府
す
る
と
い
う

報
が
あ
り
、
義
宣
も
久
保
田
を
出
発
し
た
。
二
十
二
日
に
萱
橋
に
着
き
、
そ
こ
で
幕

府
年
寄
衆
の
指
示
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、
二
十
六
日
に
年
末
に
は
参
勤
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
早
々
に
帰
る
よ
う
に
と
の
指
示
を
受
け
、
そ
の
ま
ま
帰
国
の
途
に
つ
き
、
九

月
九
日
に
久
保
田
に
帰
り
着
い
た
。
こ
の
時
は
政
景
は
同
行
し
て
お
ら
ず
、
義
宣
の

鷹
狩
に
つ
い
て
の
記
事
は
な
い
。

　

久
保
田
に
帰
城
す
る
と
、
九
月
は
連
日
の
よ
う
に
近
郊
の
鷹
場
へ
と
赴
い
た
。
十

月
は
六
日
よ
り
十
四
日
ま
で
虻
川
・
能
代
に
、
閏
十
月
は
八
日
よ
り
二
十
日
ま
で
虻

川
に
渡
野
に
出
か
け
た
。
二
十
四
日
に
は
参
勤
の
た
め
に
久
保
田
を
発
ち
、
十
一
月

十
日
に
江
戸
に
着
い
た
。
今
回
の
帰
国
で
は
丸
一
年
、
十
三
ヶ
月
の
間
に
少
く
と
も

一
四
六
日
間
も
鷹
狩
に
出
か
け
た
こ
と
に
な
る
。

　

江
戸
に
参
勤
し
た
義
宣
は
、
翌
寛
永
九
年
正
月
に
薨
去
し
た
秀
忠
の
一
周
忌
の
後

に
帰
国
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
江
戸
で
病
床
に
つ
き
、
回
復
す
る
こ
と

な
く
寛
永
十
年
の
正
月
に
江
戸
で
卒
去
し
た
。
こ
の
時
江
戸
に
扈
従
し
な
か
っ
た
政

景
は
、
二
月
に
主
君
の
霊
柩
を
久
保
田
に
迎
え
、
三
月
十
日
に
跡
を
追
う
よ
う
に
病

気
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
。

三　

ま
と
め
―
佐
竹
義
宣
の
鷹
狩
と
本
多
正
純
事
件

　

煩
雑
に
な
っ
た
が
、「
梅
津
政
景
日
記
」
に
よ
り
佐
竹
義
宣
の
鷹
狩
を
で
き
る
限

り
復
元
し
て
み
た
。
全
体
と
し
て
み
る
と
、
久
保
田
か
ら
二
〇
キ
ロ
ほ
ど
北
上
し
た

虻
川
が
、
義
宣
の
鷹
狩
の
最
も
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
最
も
お
気
に
入
り
の
鷹
場
で
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あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
元
和
四
年
に
は
渡
野
の
た
め
の
休
憩
所
も
設
け
ら
れ
、
正

月
に
在
国
す
る
時
に
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
初
野
も
虻
川
か
ら
男
鹿
が
舞
台
と
な
っ

た
。
日
帰
り
の
場
合
は
太
平
な
ど
久
保
田
の
東
に
点
在
す
る
鷹
場
を
使
う
こ
と
も
多

か
っ
た
が
、
数
日
を
か
け
る
渡
野
は
虻
川
を
拠
点
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
断
然
多

か
っ
た
。
一
方
で
仙
北
方
面
は
元
和
六
年
ま
で
、
北
方
の
能
代
・
比
内
は
寛
永
元
年

ま
で
記
事
に
現
れ
な
い
。

　

義
宣
の
鷹
狩
の
最
初
の
画
期
は
、
元
和
二
年
に
将
軍
秀
忠
よ
り
鷹
場
が
下
賜
さ
れ

た
こ
と
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
前
は
政
景
の
居
場
所
が
主
君
の
義
宣
と

異
な
る
こ
と
が
多
く
、
義
宣
の
動
向
が
政
景
の
日
記
か
ら
は
つ
か
み
に
く
い
。
ま
た

一
方
で
主
人
の
鷹
狩
に
対
す
る
政
景
の
関
心
も
相
対
的
に
薄
い
よ
う
で
、
義
宣
の
鷹

狩
に
つ
い
て
漏
ら
さ
ず
記
録
し
て
お
く
と
い
う
よ
り
は
、
政
景
自
身
が
鷹
狩
に
扈
従

す
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
元
和
二
年
の
鷹
場

拝
領
後
は
義
宣
の
鷹
狩
に
関
す
る
記
事
が
飛
躍
的
に
増
え
る
。
こ
れ
は
義
宣
本
人
の

鷹
狩
の
回
数
が
増
え
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
政
景
自
身
が
、
ひ
い
て
は
佐
竹
家

中
全
体
と
し
て
、
幕
府
と
佐
竹
家
の
関
係
に
お
け
る
鷹
の
重
要
性
を
強
く
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
、
義
宣
の
鷹
狩
に
対
す
る
政
景
の
関
心
も
強
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
の

で
あ
ろ
う
。
元
和
四
年
以
降
は
、
政
景
が
義
宣
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
以
前
よ

り
多
く
な
り
、
ま
た
義
宣
の
鷹
狩
を
細
大
漏
ら
さ
ず
記
録
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺

え
る
。
そ
れ
に
よ
り
義
宣
が
帰
国
す
る
た
び
に
驚
く
ほ
ど
の
日
数
を
鷹
狩
に
費
や
し

て
い
る
こ
と
が
具
体
的
な
数
値
と
し
て
実
感
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
寛
永
元
年
で
あ
る
。
こ
の
年
は
能
代
・
比
内
方
面
や

仙
北
方
面
に
も
ま
と
ま
っ
た
期
間
渡
野
に
出
か
け
、
領
内
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
元
和
八
～
九
年
の
帰
国
時
に
生
じ
た
可
能
性

も
あ
る
が
、「
梅
津
政
景
日
記
」
は
元
和
九
年
を
欠
い
て
お
り
、
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

　

最
後
の
画
期
は
寛
永
三
年
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
四
月
頃
帰
国
、
翌
年
二

月
頃
参
勤
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
、
こ
の
時
の
帰
国
か
ら
は
十
月
・
十
一
月
頃
帰
国
、
翌

年
十
月
頃
参
勤
に
変
わ
っ
た
。
当
然
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
義
宣
の
国
許
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
鷹
狩
に
関
し
て
は
、
帰
国
後
は
先
ず
一
番
お
気

に
入
り
の
虻
川
・
男
鹿
に
渡
野
に
出
向
き
、
年
内
は
虻
川
の
ほ
か
は
太
平
な
ど
久
保

田
か
ら
比
較
的
近
い
鷹
場
に
日
帰
り
で
出
か
け
た
。
年
明
け
も
鷹
狩
シ
ー
ズ
ン
本
番

の
寒
い
間
は
虻
川
を
中
心
と
し
て
鷹
狩
を
行
い
、
よ
う
や
く
二
月
の
後
半
に
な
っ
て

仙
北
に
渡
野
し
た
。
そ
し
て
仙
北
に
は
、
四
月
か
ら
七
月
の
鷹
狩
に
は
あ
ま
り
向
か

な
い
と
さ
れ
る
暖
か
い
季
節
に
も
二
度
三
度
と
渡
野
し
て
い
る
。
最
後
の
三
回
の
帰

国
時
は
同
様
の
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
ぜ
夏
場
に
仙
北
に
何
度
も
渡
野
し
た
の
か
。
こ
れ
は
横
手
に
佐
竹
家
の
預
か
り

の
身
と
な
っ
て
い
た
本
多
正
純
・
正
勝
父
子
と
の
関
係
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
正
純
た
ち
が
す
で
に
寛
永
元
年
に
佐
竹
家
の
預
か
り
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
前

節
で
見
た
が
、
そ
の
よ
う
に
配
流
の
処
分
と
な
っ
て
も
正
純
に
対
す
る
幕
府
の
怒
り

は
解
け
な
か
っ
た
。

　

寛
永
三
年
四
月
三
十
日
、
江
戸
に
お
い
て
島
田
利
正
が
幕
府
の
上
使
と
し
て
義
宣

を
訪
れ
た
。
用
件
は
、
秀
忠
が
本
多
正
純
を
い
よ
い
よ
憎
ん
で
い
る
の
で
、
警
備
を

厳
し
く
す
る
よ
う
に
と
の
旨
で
あ
る
。
義
宣
は
閏
四
月
一
日
付
の
書
状
で
、
番
屋
を

さ
ら
に
整
備
し
、
厳
し
く
監
視
す
る
よ
う
に
国
許
の
梅
津
憲
忠
に
指
示
す
る
と
と
も

に
、
正
純
に
対
し
て
も
こ
れ
ま
で
よ
り
警
護
を
厳
し
く
す
る
こ
と
を
通
達
し
た
。
さ

ら
に
同
十
一
日
付
の
書
状
で
は
、
警
備
に
あ
た
る
侍
・
小
者
の
数
を
申
告
さ
せ
る
と

と
も
に
、
関
東
か
ら
の
人
や
荷
物
の
出
入
り
を
一
切
禁
じ
た
。
こ
の
書
状
に
は
「
御

公
儀
よ
り
も
上（

本
多
正
純
）

州
番
を
致
ニ
付
而
、
役
儀
二
万
石
程
御
容
捨
可
被
成
之
由
」
と
あ
っ

て
、
当
時
十
五
万
石
～
二
十
万
石
分
と
考
え
ら
れ
て
い
た
佐
竹
家
の
軍
役
の
う
ち
、

二
万
石
分
を
免
除
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
佐
竹
家
と
し
て
も
そ
れ
に
見
合
っ
た

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。

　

そ
も
そ
も
鷹
狩
に
は
単
な
る
娯
楽
と
し
て
の
狩
猟
で
は
な
く
、
軍
事
調
練
や
民
情

（
７
）

（
８
）

（
９
）
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視
察
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、
鷹
場
と
な
っ
た
地
域
の
支
配
権
を
確
認
す
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
鷹
狩
シ
ー
ズ
ン
で
も
な
い
時
期
に
何
度
も
仙
北
方
面
に

渡
野
し
た
の
は
、
横
手
の
本
多
正
純
に
対
す
る
警
備
を
怠
っ
て
い
な
い
こ
と
を
内
外

に
示
す
た
め
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

佐
竹
義
宣
は
土
井
利
勝
を
取
次
と
す
る
前
は
本
多
正
純
を
頼
っ
て
お
り
、
ま
た
義

宣
が
追
わ
れ
た
常
陸
の
請
取
は
、
正
純
の
父
・
正
信
が
執
行
し
、
次
弟
岩
城
貞
隆
が

大
坂
の
陣
で
戦
功
を
立
て
、
信
州
更
科
一
万
石
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
も
正
信
の
取

り
成
し
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
義
宣
と
し
て
も
本
多
家
に
対
す
る
よ
し
み
を
忘
れ

ず
、
横
手
に
寓
居
す
る
正
純
に
対
し
て
も
八
朔
・
歳
暮
の
音
信
を
欠
か
さ
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
だ
け
に
正
純
の
警
備
に
関
し
て
は
し
っ
か
り
と
し
た
態
度
を
内
外
に
示
す

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
寛
永
三
年
以
降
の
佐
竹
義
宣
の
鷹
狩
の
変
化
を
本
多
正
純
の
失
脚
お

よ
び
そ
の
後
の
処
分
と
関
連
さ
せ
て
考
え
る
と
、
寛
永
元
年
に
お
い
て
見
ら
れ
た
鷹

狩
の
変
化
も
、
同
年
に
正
純
が
佐
竹
家
に
預
け
ら
れ
て
横
手
に
閉
居
と
な
っ
た
こ
と

と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
正
純
の
横
手
移
住
は
義
宣
の
帰
国
に

合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
が
、
正
純
横
手
閉
居
後
に
初
め
て
義
宣
が
正
純
を
横
手
に
訪

ね
た
際
に
は
、
久
保
田
か
ら
横
手
ま
で
鷹
狩
を
し
な
が
ら
の
移
動
と
な
っ
た
。
こ
れ

も
一
種
の
軍
事
行
動
と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

佐
竹
義
宣
が
領
内
で
熱
心
に
行
っ
た
鷹
狩
に
は
、本
人
の
趣
味
と
し
て
の
側
面
や
、

将
軍
と
の
心
性
上
の
紐
帯
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
幕
府
と
の

関
係
で
佐
竹
家
が
置
か
れ
た
現
実
的
な
立
場
も
作
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
註
〕

（
１
）　

及
川
「
佐
竹
義
宣
と
鷹
」
及
川
・
加
藤
・
金
子
編
『
佐
竹
義
宣
書
状
集
︱
梅
津
憲

忠
宛
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
一
三-

三
、二
〇
一
三
年
。

（
２
）　

前
掲
注
（
１
）
参
照
。

（
３
）　

根
崎
光
男
『
将
軍
の
鷹
狩
り
』
同
成
社
、
一
九
九
九
年
。

（
４
）　
『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
元
和
八
年
八
月
二
十
一
日
条
・
同
十
月
一
日
条
。

（
５
）　
『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
元
和
八
年
十
月
五
日
条
。

（
６
）　

高
木
昭
作
『
日
本
近
世
国
家
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
一
九
九
〇
、
第
七
章
「
出
頭

人
本
多
正
純
の
改
易
」。

（
７
）　
「
天
英
公
御
書
写
」
八
三
号
（『
佐
竹
義
宣
書
状
集
︱
梅
津
憲
忠
宛
』）。

（
８
）　
「
天
英
公
御
書
写
」
八
五
号
（『
佐
竹
義
宣
書
状
集
︱
梅
津
憲
忠
宛
』）。

（
９
）　

前
掲
注
（
１
）

（
10
）　
「
当
代
記
」
で
は
、
家
康
は
鷹
狩
の
意
義
と
し
て
娯
楽
の
ほ
か
に
健
康
増
進
・
軍
事

調
練
・
民
情
視
察
を
挙
げ
た
と
さ
れ
る
。

（
11
）　

渡
辺
景
一
『「
梅
津
政
景
日
記
」
読
本
』
無
明
舎
、
一
九
九
二
年
。

（
10
）

（
11
）
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「
梅
津
政
景
日
記
」
に
見
る
佐
竹
義
宣
の
鷹
狩

【
表
①
】
元
和
３
年
の
帰
国

元
和
３
年
正
月
11
日
帰
国
賜
暇
、
同
15
日
江
戸
発
足
、
２
月
２
日
久
保
田
着

梅
津
政
景
、
２
月
20
日
～
３
月
５
日
院
内
出
張
、
３
月
29
日
～
４
月
３
日
荒
川
出
張

鷹　

狩

鉄
砲

そ
の
他

元
和
３
年

正
月
15
日

江
戸
発
、
道
中
鷹
狩

２
月
２
日

久
保
田
着

２
月
15
日
～
19
日

男
鹿
・
虻
川

～
３
月
６
日

虻
川

４
月
14
日

江
戸
参
勤
、
久
保
田

発
足

【
表
②
】
元
和
４
～
５
年
の
帰
国

元
和
４
年
閏
３
月
19
日
帰
国
賜
暇
、
同
23
日
江
戸
発
足
、
４
月
上
旬
久
保
田
着

梅
津
政
景
、
４
月
９
日
ま
で
院
内
出
張

鷹　

狩

鉄
砲

そ
の
他

元
和
４
年

閏
３
月
23
日

江
戸
発

４
月
上
旬

久
保
田
着

５
月
６
日

雄
物
川

５
月
９
日
・
11
日

添
川

５
月
15
日
～
18
日

虻
川

５
月
20
日

添
川

５
月
24
日

手
形

５
月
26
日

雄
物
川

６
月
２
日

雄
物
川

６
月
９
日

雄
物
川

６
月
11
日
～
13
日

岩
見

６
月
21
日
～
23
日

手
形

６
月
25
日

小
野

雲
雀
野

６
月
29
日

雄
物
川

７
月
４
日
・
５
日
・
８
日

手
形

７
月
27
日

長
岡

初
菱
喰
狩

７
月
30
日

●

８
月
16
日

●

８
月
17
日

●

８
月
28
日

●

９
月
３
日

●

●

９
月
６
日
～
15
日

虻
川

８
日
～
10
日
、
虻
川

小
屋
作

10
月
１
日

●

１
日
～
28
日
、
政
景

比
内
出
張

11
月
３
日

●

５
日
～
22
日
、
政
景

院
内
出
張

12
月
１
日

●

追
鳥

12
月
３
日

土
崎
湊

12
月
６
日

●

山
追
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12
月
８
日

●

12
月
16
日

●

12
月
20
日

●

12
月
22
日

●

元
和
５
年

正
月
４
日
～
15
日

下
刈
・
虻
川

初
野

正
月
18
日

●

正
月
20
日

●

正
月
22
日

●

●

正
月
25
日
～
29
日

虻
川

２
月
１
日

鵜
木

２
月
４
日

●

２
月
５
日

●

２
月
６
日
～
15
日

虻
川

22
日
、
義
宣
秀
忠
上

洛
供
奉
の
た
め
江
戸

参
府
、
久
保
田
発
足

３
月
２
日

白
坂

３
月

萱
橋

６
日
、
義
宣
江
戸
着

日
数

56
日

19
日

10
日

【
表
③
】
元
和
６
～
７
年
の
帰
国

４
月
２
日
帰
国
賜
暇
、
同
４
日
江
戸
発
足
、
同
14
日
久
保
田
着

鷹　

狩

鉄
砲

そ
の
他

備　

考

元
和
６
年

４
月
４
日

江
戸
発

４
月
13
日

久
保
田
着

４
月
16
日

添
川

４
月
24
日

●

５
月
８
日
～
７
月
10

日
、
政
景
京
都
出
張

７
月
20
日

●

川
狩

８
月
５
日
～
10
日

仙
北

８
月
13
日
・
14
日

手
形

８
月
18
日

簗
場

８
月
21
日
・
23
日

簗
場

８
月
25
日

笹
岡
潟

初
菱
喰

８
月
26
日

●

８
月
28
日

長
岡
潟

９
月
３
日

●

９
月
４
日

●

９
月
６
日

●

９
月
10
日

●

９
月
11
日

も
ち
は

が
川
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９
月
12
日

●

９
月
28
日

虻
川

10
月
７
日
～
14
日

虻
川

10
月
16
日

●

10
月
21
日
～
27
日

仙
北
／
境

11
月
６
日

●

雉
鷹
野

11
月
７
日
～
17
日

虻
川
／
虻
川
→
飯

塚
→
龍
毛
山
・
和

田
山
→
飯
塚
→
岩

瀬
山
→
虻
川

虻
川

（
８
日
）

12
日
～
17
日
は
虻
川

逗
留
、
８
日
は
虻
川

と
飯
塚
の
間
で
鉄
砲

１
日
～
12
日
、
秀
忠

東
金
に
鷹
狩
、
所
獲

の
雁
を
慶
寿
院
（
義

宣
母
伊
達
氏
）
に
下

賜

12
月
３
日

虻
川

12
月
４
日
～
15
日

仙
北
／
豊
島
・
刈

和
野
他

12
月
20
日

●

12
月
21
日

●

12
月
27
日

添
川

12
月
30
日

梨
平

閏
12
月
１
日

添
川

閏
12
月
２
日

●

閏
12
月
７
日

太
平

閏
12
月
11
日

●

閏
12
月
12
日

●

閏
12
月
16
日

●

閏
12
月
18
日

●

閏
12
月
21
日
～
25
日

虻
川

閏
12
月
26
日

●

閏
12
月
29
日

●

元
和
７
年

正
月
４
日
～
10
日

男
鹿
／
土
崎
湊
・

虻
川
他

初
野

正
月
13
日

●

●

正
月
16
日

●

●

正
月
18
日

●

●

正
月
20
日
～
２
月
３
日

虻
川

２
月
５
日

●

２
月
10
日

●

12
日
、
義
宣
江
戸
参

府
、
久
保
田
発
足

日
数

90
日

15
日

４
日

【
表
④
】
元
和
７
年
の
鷹
狩
賜
暇

10
月
10
日

寸
白
治
療
の
暇
、
島
田
利
正
・
土
井
利
勝
の
取
り
成
し
、「
御
り

ち
儀
之
様
子
」

10
月
12
日

萱
橋
に
塩
原
の
湯
を
取
り
寄
せ
る

10
月
14
日

秀
忠
の
数
寄
に
招
か
れ
る
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10
月
15
日

萱
橋
へ
向
け
て
江
戸
発
足

10
月
20
日

萱
橋
よ
り
島
田
重
次
に
鷹
狩
所
獲
の
雁
を
贈
る
、重
次
立
腹
、「
兼

而
之
御
り
ち
儀
無
ニ
罷
成
候
」

10
月
24
日
・
26
日

島
田
利
正
の
鷹
狩
賜
暇
斡
旋
の
内
存
、
島
田
利
正
に
斡
旋
の
依

頼
を
す
る

10
月
28
日

秀
忠
に
若
太
鷹
八
つ
献
上
、
二
つ
拝
領
、
鷹
狩
の
暇
を
給
さ
れ
る

11
月
２
日

今
大
路
親
清
、
一
旦
江
戸
に
も
ど
り
賜
暇
の
礼
を
助
言

11
月
４
日

江
戸
に
向
け
て
発
足

11
月
６
日

江
戸
城
登
城
、
鷹
狩
の
賜
暇
へ
の
謝
礼

11
月
20
日

江
戸
城
登
城
、
鳥
屋
太
鷹
二
つ
拝
領
、
江
戸
発
足

11
月
21
日

秀
忠
に
若
太
鷹
二
つ
献
上

11
月
22
日

秀
忠
越
谷
へ
鷹
狩

11
月
25
日

日
野
輝
資
・
赤
見
惣
右
衛
門
・
津
軽
信
牧
に
所
獲
の
雁
を
贈
る

11
月
28
日

島
田
利
正
・
島
田
重
次
・
堀
田
一
継
・
米
津
田
政
・
猪
子
内
匠

に
書
獲
の
雁
を
贈
る

12
月
１
日

酒
井
忠
世
・
酒
井
忠
利
・
青
山
忠
俊
に
所
獲
の
雁
を
贈
る

12
月
３
日

秀
忠
江
戸
帰
城

12
月
５
日

江
戸
城
登
城
、
所
獲
の
雁
を
献
上
、
秀
忠
所
獲
の
鶴
を
拝
領

12
月
６
日

土
井
利
勝
に
所
獲
の
雁
を
贈
る

【
表
⑤
】
元
和
８
～
９
年
の
帰
国
（
９
年
は
「
梅
津
政
景
日
記
」
欠
）

10
月
６
日
帰
国
賜
暇
、
同
８
日
江
戸
発
、
同
25
日
久
保
田
着

鷹　

狩

鉄
砲

そ
の
他

備　

考

元
和
８
年

10
月
８
日

江
戸
発

10
月
11
日

栗
橋
着

10
月
25
日

久
保
田
着

10
月
29
日
～
11
月
４
日

虻
川

６
日

11
月
６
日

添
川

11
月
12
日

●

11
月
13
日

添
川

11
月
16
日

大
平

11
月
18
日

大
平

11
月
20
日
～
12
月
５
日

虻
川

15
日

12
月
９
日

●

12
月
11
日

大
平

下
苅
の
た
め

12
月
23
日

大
平

12
月
25
日

●

12
月
26
日

●

12
月
28
日

●

日
数

32
日
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【
表
⑥
】
寛
永
元
～
２
年
の
帰
国

４
月
15
日
帰
国
賜
暇
、
同
16
日
登
城
拝
謝
、
同
18
日
江
戸
発
足
、
同
30
日
久
保
田
着

鷹　

狩

鉄
砲

そ
の
他

備　

考

寛
永
元
年

４
月
18
日

江
戸
発

４
月
25
日
～
30
日

新
庄
→
金
山
→
岩

崎
→
浅
舞
→
六
郷

→
横
沢
→
大
曲
→

境

帰
国
途
上
、
30
日
久

保
田
着

５
月
４
日

荒
屋
・
豊
巻

５
月
10
日
～
16
日

能
代
／
鹿
渡
→
能

代
→
向
能
代
→
朴

瀬
→
鵜
木
→
虻
川

能
代
方
面
、
16
日
久

保
田
帰
城

５
月
24
日

添
川

７
月
３
日

北
野

７
月
５
日
～
13
日

仙
北
／
刈
和
野
・

神
宮
寺
→
六
郷
→

浅
舞
→
六
郷
→
横

沢
→
六
郷

仙
北
方
面
、
８
日
横

手
に
て
本
多
正
純
と

面
会
、
13
日
久
保
田

帰
城

７
月
21
日

北
野

７
月
26
日
～
９
月
15

日
、
政
景
江
戸
出
張

９
月
23
日

梨
平

９
月
25
日
～
29
日

虻
川

虻
川

鉄
砲
所
獲
の
白
鳥
を

将
軍
に
献
上

９
月
30
日
～
10
月
５
日

鵜
木
→
虻
川

５
日
久
保
田
帰
城

10
月
８
日

●

10
月
９
日

●

10
月
11
日
～
26
日

虻
川
／
虻
川
→
鰐

柳
→
和
田
山
→
上

虻
川
→
岩
橋
山
→

堀
内
→
虻
川
→
井

川
→
浜
井
川
→
飯

塚
→
和
田
妹
川
→

上
虻
川
→
虻
川

三
倉
平

15
日
～
23
日
寸
白
を

病
む
、
虻
川
逗
留
、

26
日
久
保
田
帰
城

11
月
１
日
・
２
日

大
平

大
平
・
寒
川

11
月
７
日
～
18
日

仙
北
／
豊
島
→
仙

北

仙
北
方
面
、
18
日
久

保
田
帰
城

11
月
22
日
～
12
月
７
日

男
鹿
・
虻
川
／
舟

越
→
鵜
木
→
虻
川

→
福
米
沢
→
飯
野

森
→
野
石
→
鵜
木

→
脇
本
→
脇
本
城

廻
→
田
谷
沢
→
脇

本
→
虻
川
→
黒
川

→
和
田
妹
川
→
虻

川
→
下
刈
→
上
黒

川
→
浦
山
→
堀
内

→
岩
橋
山
→
下
刈

福
川

男
鹿
・
虻
川
方
面
、

24
日
、
福
川
に
て
鉄

砲
、
28
日
、
秀
忠
よ

り
所
獲
の
真
鶴
拝

領
、
12
月
７
日
久
保

田
帰
城

12
月
11
日

大
平

12
月
13
日

仙
北

舟
遊
び

12
月
14
日

豊
巻

12
月
20
日
～
22
日

仙
北
／
豊
島
→
仙

北

仙
北
方
面
、
22
日
久

保
田
帰
城
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12
月
24
日

八
田
・
宝
川

12
月
25
日

添
川

12
月
28
日

大
平

寛
永
２
年

正
月
４
日
～
９
日

添
川
・
男
鹿

初
野

正
月
13
日

新
城

正
月
14
日

梨
平

正
月
18
日

土
崎
湊

土
崎
湊

正
月
20
日

穀
町

21
日
、
江
戸
参
府
、

久
保
田
発
足

日
数

102
日

10
日

１
日

【
表
⑦
】
寛
永
３
～
４
年
の
帰
国

10
月
27
日
帰
国
賜
暇
、
同
28
日
江
戸
登
城
拝
謝
、
鷹
五
つ
献
上
、
同
30
日
江
戸
発
足
、

11
月
26
日
久
保
田
着

鷹　

狩

鉄
砲

そ
の
他

備　

考

寛
永
３
年

10
月
30
日

江
戸
発

11
月
３
日

栗
橋

11
月
５
日

琴
寄

11
月
６
日

石
下

10
日
ま
で
逗
留

11
月
10
日

萱
橋

13
日
ま
で
逗
留

11
月
26
日

久
保
田
着

～
12
月
23
日

虻
川

18
日
以
前
か
ら
、
18

日
、
政
景
久
保
田
着

12
月
25
日

●

12
月
26
日

●

12
月
27
日

●

寛
永
４
年

正
月
４
日
～
12
日

虻
川
・
男
鹿
／
土

崎
湊
→
穀
町
→
長

岡
山
→
鳰
崎
山
→

下
刈
→
虻
川
→
浦

山
→
高
岡
山
→
堀

内
山
→
岩
瀬
山
→

虻
川
→
脇
本
→
鵜

木
→
金
川
山
→
舟

川
山
→
脇
本
→
虻

川

初
野
、
虻
川
・
男
鹿

方
面
、
12
日
久
保
田

帰
城

正
月
17
日

大
平

正
月
20
日

寒
川
・
宝
川

正
月
22
日

湘

湘

正
月
23
日
・
25
日

土
崎
湊

土
崎
湊

25
日
、
鉄
砲
の
み

正
月
25
日

土
崎
湊

正
月
27
日
～
２
月
３
日

虻
川

虻
川

３
日
久
保
田
帰
城

２
月
４
日

●

●

２
月
６
日

●

２
月
７
日
～
17
日

虻
川
・
男
鹿
・
能

代

17
日
久
保
田
帰
城
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２
月
18
日

●

●

２
月
21
日
～
３
月
５
日

仙
北
／
豊
島
・
刈

和
野

豊
島

５
日
久
保
田
帰
城

３
月
６
日

●

３
月
７
日

●

●

３
月
８
日
～
４
月
１
日

虻
川
・
能
代
・
向

能
代

１
日
久
保
田
帰
城

４
月
７
日
～
16
日

仙
北
／
刈
和
野
→

横
沢
→
大
曲
→
小

友
→
花
館
→
神
宮

寺
→
鷹
関
川
向
→

神
宮
寺
→
楢
岡
上

平
→
大
曲
→
豊
島

→
刈
和
野
→
豊
島

仙
北
方
面
、
16
日
久

保
田
帰
城

４
月
17
日

添
川

４
月
18
日

手
形

４
月
28
日
～
５
月
12
日

仙
北
／
刈
和
野
→

横
沢
→
斎
内
→
長

信
田
→
横
沢
→
六

郷
→
浅
舞
→
大
曲

刈
和
野

仙
北
方
面
、
５
月
２

日
・
６
日
雨
天
、
12

日
久
保
田
帰
城

６
月
９
日

松
原

鵜
飼

６
月
14
日

雄
物
川

６
月
15
日

添
川
・

松
原

６
月
25
日
～
７
月
10
日

仙
北
／
刈
和
野
→

六
郷
→
漆
山
→
横

沢
→
斎
内
→
神
成

→
栗
沢
→
横
沢
→

六
郷
→
浅
舞
→
梨

木
羽
場
→
浅
舞
→

梨
木
羽
場
→
浅
舞

→
大
曲
→
境

仙
北
方
面
、
７
月
10

日
久
保
田
帰
城

７
月
12
日

北
野

７
月
20
日

藤
倉

川
狩

７
月
30
日
～
８
月
９

日
、
政
景
院
内
出
張

８
月
10
日
・
12
日

穀
町

穀
町
鳥
場
普
請

８
月
21
日

●

８
月
23
日

穀
町

８
月
24
日
～
９
月
12

日
、
政
景
八
森
出
張

～
９
月
14
日

男
鹿
・
虻
川
／
鵜

木
→
虻
川

男
鹿
方
面
、
12
日
以

前
よ
り
、
14
日
久
保

田
帰
城

10
月
２
日
～
６
日
、

虻
川
湯
治

10
月
22
日
、
江
戸
参

府
、
久
保
田
発
足

日
数

129
日

19
日

３
日
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【
表
⑧
】
寛
永
５
～
６
年
の
帰
国

10
月
25
日
帰
国
賜
暇
、
登
城
拝
謝
、
同
27
日
江
戸
発
足
、
11
月
22
日
久
保
田
着

鷹　

狩

鉄
砲

そ
の
他

備　

考

寛
永
６
年

10
月
27
日

江
戸
発

10
月
29
日

高
柳

11
月
１
日

高
柳

11
月
２
日

高
柳

11
月
３
日

高
柳
・
諸
川

11
月
４
日

諸
川
・
石
下

11
月
５
日

石
下
・
水
海
道

11
月
６
日

水
海
道

11
月
７
日

下
妻

11
月
８
日

石
下
・
萱
橋

11
月
９
日

秀
忠
・
家
光
に
鷹
献

上10
日
白
沢
、
寸
白
、

13
日
八
丁
目
、
秀
忠

よ
り
鶴
拝
領

11
月
22
日

久
保
田
着

11
月
28
日

添
川

11
月
30
日

大
平

12
月
３
日

添
川

12
月
７
日
～
18
日

男
鹿
・
虻
川
／
男

鹿
方
面
→
虻
川
→

上
虻
川
→
浦
山
→

高
岡
山
→
和
田
妹

川
→
飯
塚
→
伊
賀

川
→
浜
井
川
→
浦

山
→
高
岡
→
下
刈

→
小
泉
→
鳰
崎
→

長
岡
→
槻
木
→
龍

毛
→
太
窪
→
虻
川

男
鹿
・
虻
川
方
面
、

16
日
・
17
日
吹
雪
、

18
日
久
保
田
帰
城

12
月
20
日

大
平

12
月
21
日

添
川

12
月
24
日

大
平

12
月
27
日

梨
平

12
月
29
日

添
川

正
月
４
日
～
17
日

下
刈
・
男
鹿
・
虻

川

初
野
、
男
鹿
・
虻
川

方
面
。
17
日
久
保
田

帰
城

正
月
20
日

大
平

正
月
22
日

土
崎
湊

土
崎
湊

正
月
23
日

豊
島
／
豊
島
→
椿

川
→
黒
沼
→
和
田

町
→
神
内
→
豊
島

26
日
久
保
田
帰
城

正
月
29
日
～
２
月
15
日

男
鹿
・
虻
川
／
黒

川
→
伊
賀
川
→
鰐

柳
→
黒
川
→
虻
川

→
脇
本
→
虻
川
→

井
川
→
黒
川
→
浦

山
→
新
関
→
虻
川

15
日
久
保
田
帰
城
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２
月
17
日

●

●

２
月
18
日

●

●

２
月
20
日

●

●

２
月
21
日
～
29
日

虻
川

虻
川
方
面

閏
２
月
１
日

●

閏
２
月
３
日
～
12
日

能
代
・
虻
川

能
代
・
虻
川
方
面

閏
２
月
14
日
～
３
月
14
日

仙
北
／
豊
島
→
境

→
刈
和
野
→
大
曲

→
六
郷
→
沼
館（
→

天
童
）

豊
島
・

境

仙
北
方
面
、
18
日
、

参
勤
の
報
に
よ
り
準

備
、
19
日
～
21
日
天

童
に
待
機
、
22
日
、

一
旦
仙
北
に
戻
る
、

28
日
、
八
丁
目
よ
り

引
き
返
す
、
３
月
11

日
大
曲
に
て
寸
白
を

病
む
、
14
日
久
保
田

帰
城

３
月
17
日

●

３
月
21
日

家
光
、
義
宣
母
伊
達

氏
等
に
雁
下
賜

３
月
25
日

豊
巻

３
月
27
日

豊
巻

３
月
30
日
～
４
月
13
日

能
代
・
比
内
／
鹿

渡
→
能
代
→
比
内

能
代
・
比
内
方
面
、

13
日
久
保
田
帰
城

４
月
16
日
～
27
日

仙
北
／
境
・
刈
和

野
→
大
曲
→
横
沢

→
六
郷
→
浅
舞
→

梨
木
羽
場
→
浅
舞

→
大
曲
→
境

仙
北
方
面
、
27
日
久

保
田
帰
城

５
月
６
日

手
形

５
月
11
日
～
18
日

仙
北

仙
北
方
面

５
月
28
日

手
形

６
月
８
日

手
形

６
月
13
日

添
川

鵜
飼

６
月
20
日

手
形

６
月
25
日
～
７
月
９
日

仙
北
／
岩
見
→
刈

和
野
→
横
沢
→
六

郷
→
浅
舞
→
梨
木

羽
場
→
浅
舞
→
六

郷
→
漆
山
→
六
郷

→
境

仙
北
方
面
、
９
日
久

保
田
帰
城

８
月
１
日

手
形

８
月
２
日

簗
場

８
月
５
日
～
６
日

虻
川

下
刈
の
た
め

８
月
８
日

箱
岡

８
月
16
日

●

８
月
17
日

●

８
月
18
日

牛
島

８
月
20
日

●

●

８
月
21
日

●

８
月
23
日

●

●

８
月
25
日

●

８
月
27
日

●

８
月
29
日

●

●
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９
月
１
日

●

９
月
３
日

●

９
月
４
日

●

●

10
～
17
日
、
仙
北
馬

町
巡
検

９
月
21
日
～
10
月
２
日

虻
川
・
男
鹿
／
虻

川
→
鰐
柳
→
黒
川

→
浦
山
→
井
川
→

虻
川
→
鵜
木
→
虻

川
→
井
川
→
虻
川

虻
川

虻
川
・
男
鹿
方
面
、

10
月
２
日
久
保
田
帰

城

10
月
６
日

大
平

10
月
７
日

添
川

10
月
10
日
～
16
日

虻
川
／
新
城
・
岩

城
→
虻
川

新
城
・

岩
城

虻
川
方
面
、
16
日
久

保
田
帰
城

10
月
20
日

大
平

10
月
25
日

添
川

10
月
28
日

大
平

江
戸
参
府
、
久
保
田

発
足
、17
日
江
戸
着
、

19
日
登
城

日
数

172
日

19
日

１
日

【
表
⑨
】
寛
永
７
～
８
年
の
帰
国

11
月
13
日
帰
国
賜
暇
、
登
城
拝
謝
、
同
14
日
江
戸
発
足
、
同
28
日
萱
橋
発
、
久
保
田

着
は
不
明

鷹　

狩

鉄
砲

そ
の
他

備　

考

寛
永
７
年

10
月
14
日

江
戸
発

11
月
15
日

越
谷

11
月
16
日

高
柳

11
月
17
日

高
柳
近
辺

母
伊
達
氏
、
伊
達
政

宗
に
雁
を
贈
る

11
月
18
日

高
柳
近
辺

11
月
20
日

木
曽
泉

11
月
21
日

島
田
利
正
等
に
雁
を

贈
る

11
月
22
日

石
下

島
田
利
正
等
に
雁
を

贈
る

11
月
23
日

下
妻

12
月
24
日

下
妻
近
辺

11
月
25
日

東
金
に
放
鷹
の
秀
忠

に
道
服
を
進
上
す
る

11
月
17
日

石
下
・
萱
橋

11
月
28
日

萱
橋

29
日
、
萱
橋
発
足
、

久
保
田
着
は
不
明
、

政
景
、
12
月
20
日
、

久
保
田
着
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12
月
23
日

大
平

12
月
26
日

●

寛
永
８
年

正
月
４
日
～
18
日

虻
川
・
男
鹿
／
岩

城
→
虻
川
→
脇
本

初
野
、
虻
川
・
男
鹿

方
面
、
18
日
久
保
田

帰
城

正
月
20
日

●

正
月
22
日

●

正
月
25
日

岩
城

正
月
26
日
～
30
日

虻
川

虻
川
方
面

２
月
１
日

●

２
月
２
日
～
９
日

虻
川
／
虻
川
→
夜

叉
袋

虻
川
方
面

２
月
12
日
～
３
月
６
日

仙
北
／
刈
和
野

仙
北
方
面
、
３
月
６

日
久
保
田
帰
城

３
月
９
日

●

３
月
10
日
～
22
日

虻
川
・
能
代
・
比

内

虻
川
・
能
代
・
比
内

方
面
22
日
久
保
田
帰

城

３
月
25
日

●

３
月
27
日

●

３
月
29
日

●

４
月
２
日

●

４
月
３
日

●

４
月
８
日

百
三
段
・
豊
巻

４
月
17
日

●

４
月
20
日
～
５
月
１
日

能
代
・
虻
川
／
鹿

渡
・
能
代
・
虻
川

能
代
・
虻
川
方
面
、

５
月
１
日
久
保
田
帰

城

５
月
３
日
～
13
日

仙
北

仙
北
方
面
、
13
日
久

保
田
帰
城

５
月
18
日

手
形

５
月
21
日

牛
島

野
馬
放
牧

５
月
22
日

手
形

５
月
26
日

手
形

５
月
27
日

牛
島

狼
狩

５
月
30
日

手
形

６
月
２
日

添
川

鵜
飼

６
月
４
日

手
形

６
月
21
日

藤
倉

添
川

鵜
飼

６
月
30
日

手
形

７
月
３
日

手
形

７
月
５
日

手
形

７
月
８
日

手
形

７
月
11
日
～
12
日

男
鹿
／
舟
越

男
鹿
方
面
、
12
日
久

保
田
帰
城

７
月
20
日
～
26
日

仙
北
／
刈
和
野
→

六
郷
→
横
沢
→
刈

和
野

仙
北
方
面
、
26
日
久

保
田
帰
城

７
月
30
日

手
形
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８
月
３
日

手
形

６
日
秀
忠
病
気
見
舞

い
の
た
め
に
江
戸
参

府
、
久
保
田
発
足
、

天
童
に
待
機
、
９
日

湯
沢
よ
り
戻
る

８
月
９
日

朝
舞

13
日
再
度
久
保
田
発

足14
日
、
徳
川
義
直
・

前
田
利
常
・
松
平
忠

昌
・
京
極
忠
高
の
鷹

匠
の
久
保
田
で
の
饗

応
を
命
ず
る

22
日
、
萱
橋
着

28
日
、
萱
橋
発
足

９
月
９
日
、
久
保
田

帰
城

９
月
10
日

●

●

９
月
13
日

●

９
月
14
日

●

●

９
月
15
日

●

９
月
17
日

●

９
月
20
日
～
22
日

虻
川

９
月
23
日

●

９
月
26
日

●

９
月
28
日

●

９
月
29
日

●

10
月
６
日
～
14
日

能
代
・
虻
川
／
虻

川
→
能
代
→
虻
川

能
代
方
面
、
14
日
久

保
田
帰
城

10
月
21
日

虻
川

閏
10
月
６
日
・
７
日

大
平

閏
10
月
７
日

太
平

閏
10
月
８
日
～
20
日

虻
川
／
虻
川
→
夜

叉
袋
→
虻
川
→
鵜

木
→
虻
川

虻
川
方
面
、
20
日
久

保
田
帰
城

24
日
、
江
戸
出
府
、

久
保
田
発
足
、
11
月

10
日
江
戸
着

日
数

146
日

14
日

４
日
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